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瀬峰署管内における商業の労働災害について

（R7.10）

瀬峰署管内の商業において、令和７年１月から９月末までの間に発生した休業４日以上の
労働災害は、前年同期比で100％増と高止まりの状況が続いています。
そこで、今年（令和７年１月～9月）の瀬峰署管内の商業における労働災害を分析し、特徴的な

データを以下のグラフでお示ししますので、今後の労働災害発生防止にお役立てください。

★災害発生時期は７～９月が最多 ★午前中の災害発生が約６割
★被災者の約６割が女性 ★年齢50歳以上の占める割合が約６割
★事故の型は転倒災害が約３割で最多、うち、「起因物なし」が最多の５件

瀬峰労働基準監督署

１～３月

37%

４～６月

21%

７～９月

42%

災害発生時期

午前中

62%

午後

38%

災害発生時間帯

男性

42%

女性

58%

被災者の性別
10～30代

17%

40代

25%

50代

17%

60代

41%

被災者の年齢

転倒

33%

切れ・こすれ

17%
飛来・落下

13%

挟まれ

13%

墜落・転落

8%

激突

4%

激突され

4% 交通事故

4%

熱中症

4%

事故の型 ８件の転倒災害内訳
・女性が７人、男性が１人
・起因物は「なし」５件、
「凍結した路面」１件、

「髪の毛」１件、「動力機
械」１件

・平均休業日数は５６.４日
・傷病性質は骨折が６人



あなたの職場は大丈夫？

✔転倒の危険をチェックしてみましょう！

□ 通路、階段、出口に物を放置していませんか？

□ 床の水たまりや氷、油、粉等は放置せず、その都度取り
除いていますか？

□ 安全に移動できるように、十分な明るさ（照度）が確保され
ていますか？

□ 転倒を予防するための教育を行っていますか？

□ 作業靴は作業に適したちょうど良いサイズのものを選び、
定期的に点検していますか？

□ ヒヤリ・ハット情報を活用して、転倒しやすい場所の危険
マップを作成し、周知していますか？

□ 段差のある箇所や滑りやすい場所などに、注意を促す
ステッカー（標識）をつけていますか？

□ 視野を遮るほどの荷物を持ちながらの移動やバランスを崩す
ほどの重量物を持って移動はしていませんか？

□ ポケットに手を入れたまま歩いたり、スマートフォンを
見ながら歩いていませんか？

□ ストレッチ体操や転倒災害を予防するための運動を取り入れ
ていますか？

「職場のあんぜんサイト」を活用した取組

職場のあんぜん
サイト

職場のあんぜんサイトには、転倒災害を防止するための
様々なツールや情報が掲載されていますので、右の二次元
バーコードからご確認ください。
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